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新しい創造へ
向かって
新しい創造へ
向かって

仙台教区司教 ガクタン エドガル

　今、私は仙台教区内の各小教区を公式訪問し
ています。一部の小教区の皆様には、すでにお
目にかかりましたが、まだお会いしていない方
のほうが多いと思います。これから皆様との出
会いを楽しみにしております。その時には皆様
方とじっくりお話ししたいと思っています。

　ある教会を訪問した折、こんな質問を受けま
した。「司教様が、叙階式の時におっしゃった
『新しい創造』って何ですか。もう少し説明して
いただけませんか」と。
　この『新しい創造』は、私の前任者である平賀
徹夫司教様が、「新しい創造基本計画」として、
2011年 5月に、打ち出された言葉です。
　「この大災害の中にある今、キリストと結ばれ
て新しく創造された者である私たち教会は、キ
リストが抱いたと同じ思いを抱きながら、一日
一日、 ―層の『新しい創造』へと力強く歩みた
い。」と。

　仙台教区は、この基本計画に従って10年間を
歩いて来ました。私は自分に委ねられた奉仕の
職を受け取った時、マラソン選手がたすきを掛
けて走り、次の選手にこのたすきを手渡すよう
に、平賀司教様からこのことばをたすきのよう
に受け取ったと自覚しています。
　振り返って見れば、あの「想定外の未曾有の
大震災」と言われた出来事の中で、被災者の方々
が失ったものは、とても言葉では言い尽くせな
いくらい多かったと思います。仙台教区の皆様
も復興のお手伝いをしながら、被災者の方々と
苦しみをともにしながらも、その中で神様が創
造の業をなさっているのに気づき、得たものが
あったのではないかと思います。
　それぞれの小教区には、同じような新しい創
造を個人的にも、共同体としても、体験なさっ
た方もいらっしゃると思います。その体験を、
皆様と分かち合っていただけたらと思っていま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

　仙台教区では、平賀司教が打ち出した「新しい創造基本計画」を実践していく中で、さまざまな
形で「新しい創造」を経験したはずです。今、もう一度この10 年間を振り返りながら、「新しい
創造」とは何かと考えることは十分に意味がある事と考えます。仙台教区広報委員会では、皆様
方が感じたそれぞれの「新しい創造」についての投稿を募集いたします。
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仙台教区の「新しい創造」について

仙台教区第6地区担当司祭
（原町教会在住）

東京教区名誉補佐司教

一般社団法人カリタス南相馬
代表理事

　　　　幸田 和生 司教

　「新しい創造」という言葉は聖書から来ていま
す。
　「見よ、わたしは新しい天と新しい地を創造す
る。初めからのことを思い起こす者はない。そ
れはだれの心にも上ることはない。代々とこし
えに喜び楽しみ、喜び躍れ。わたしは創造する。
見よ、わたしはエルサレムを喜び躍るものとし
て、その民を喜び楽しむものとして、創造する。」
（イザヤ書 65・17-18）
　創造というのは、最も根本的な神のみわざで
す。それに匹敵する決定的な、新しい神のみわ
ざがなされるというのが、この「新しい創造」
のメッセージです。仙台教区は震災によって大
変な被害を受けましたが、単なる「復旧・復興」
をはるかに超えるすばらしいことがこれから起
こる、という平賀司教の思いがこの言葉には込
められていました。――被災者に寄り添い、被
災地域の復興に関わることによって、教会その
ものが新たにされる、そのことを通して教会と
社会との関わりをもう一度見つめ直す、しかし、
それは何か目新しいことをするというのではな
く、教会の原点であるイエスのこころと生き方
に立ち返ること――平賀司教の胸中にあった思
いはこういうことではないか、とわたしは感じ
ました。

　一言で言えば、「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と
共に泣く」教会になることだと言えるでしょう
（ローマ 12・15参照）。東日本大震災以降、被
災地の小教区やカリタスのボランティアベース
はその歩みを続けてきました。

　原町教会のある福島県南相馬市周辺の地域は、
津波で被災した方も多くいらっしゃいますし、
原発事故によるさまざまな避難指示の対象にも
なり、人口減少を経験しました。信徒の数も減
りました。しかしその中で信徒たちは、全国各
地から訪れたボランティアと出会い、地域での
活動を始めていきました。そしてカリタス原町
ベースが生まれ、それは今、カリタス南相馬へと
発展しています。
コロナ禍にあっ
て2年以上活動
の制約を受けま
したが、スタッ
フとシスターた
ちが地道に活動
を続けています。
　この活動に関わるわたしたちの願いは、教会
が「地域の人々と一緒に泣いたり、笑ったりし
ながら生きていくこと」です。そこに「新しい
創造」という神のみわざがなされると信じてい
ます。震災後、大船渡教会では、それまで教会
とつながっていなかったフィリピン人信徒が集
うようになり、新しい活気が生まれました。そ
の大船渡の教会とベースで働かれたガクタン司
教も同じ思いを持っておられるはずです。

　「だから、キリストと結ばれる人はだれでも、
新しく創造された者なのです。古いものは過ぎ
去り、新しいものが生じた。」（二コリント 5・17）
「割礼の有無は問題ではなく、大切なのは、新し
く創造されることです。」（ガラテヤ 6・15）
　「新しい創造」とは、結局のところ、神との関
係の中で、わたしたち自身がまったく新たにさ
れることでもあります。大切なのは「霊的刷新」
なのです。わたしたち皆がもっと深くイエスに
結ばれ、もっと深く苦しむ人々と結ばれますよ
うに。そこにこそ神は働いてくださいます。
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仙台教区のうごき

【宣教司牧評議会報告】

　宣教司牧評議会が、3年振りに10月10日（祝）
司教区センター（元寺小路教会）で開催されまし
た。ガクタン司教が着座してから第1回目の宣
教司牧評議会で、司教をはじめ各地区からの評
議員や担当司祭などの関係者が集まりました。

　開会の祈りの後、ガクタン司教より挨拶があ
り、第 2バチカン公会議の決定に触れながら、
宣教司牧評議会の役割を説明され、会議がはじ
まりました。
　議題１）の「コロナ禍に於ける仙台教区各地
区報告」では、各地区からさまざまな報告がな
されました。
　コロナ禍故に失ったものとしては、合同ミサ、
地区大会、バザーなどさまざまな行事ができな
くなり、ミサの参加者が減ってしまった結果と
して、献金収入や維持費の納入が減ってしまっ
た事、対外的な発信の場を失ってしまったこと
などが話されました。
　コロナ禍だからこそ気付けた事としては、厳
しい中でも、リモートで他の教会のミサにあず
かった信者がいた事や、教会のお知らせなどを
インターネットを活用して連絡する中で教会か
ら足が遠のいている信者さんからも連絡をもら
えるようになった事、コロナ禍のために教会内
は飲食禁止となったが司教訪問の際に踊りやダ
ンスなどをしてさまざまな国の信徒が一つにな
る経験を持つことができた事、ミサがなく聖体
拝領だけだった時期に信者の方が「聖書と典礼」
を熱心に読むようになった事、メールの連絡が
シノドスの意見を集めるために役に立った事な
ど、必ずしもマイナスばかりではなかった事が
話されました。また、明るい話題として、高校
生の合唱コンクールの練習のためにある高校に

聖堂をお貸しして大変喜ばれた経験がいきいき
と語られました。
　議題 2）の「延期になっていた教区大会（仮
称）について」について、小松史朗神父より延期
になっていた教区大会（仮称）についてシノドス
の歩みと合致させて開催してはどうかと、提案
がなされました。
　提案に対して、シノドスのアンケートが難解
なので焦点を絞るべきという意見や、教区全体
の集まりは大切だがどのように行うかに不安が
あるという意見、さまざまな分科会を行いその
頂点としてミサを行った地区大会の経験が活か
せるという意見、開催するならコロナ禍の終息
の時期にするべきとかリモート参加を取り入れ
てはという意見、小教区から地区、さらに隣の
地区へと段階的にするのも一つの方法、イベン
ト的な事は今まで何度もやっているので、そこ
に行くまでの過程が大切だが 1～2年程度でで
きるようなものではないという意見など、さま
ざまな意見が出されました。

　最後に、ガクタン司教は次のようにまとめら
れました。準備で疲れてしまう大会は考えてほ
しいという声が聞こえてきました。大切なのは、
小教区や地区などの動きです。教区長としても
小教区を訪問した際、外国人が増えていること
や、司祭と信徒や信徒間のコミュニケーション
に対する声が聞こえてきます。それは、大会と
いうより先に小教区や地区で取りあげていただ
きたいのです。その上で、全世界のシノドスの
結果が出たらそれを受けて教区大会もそこから
出発したいと考えています。

　　　上野　隆　（教区広報委員　西仙台教会）
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1993 年当時の聖パウロ書院

聖パウロ女子修道会のシスターと書院のスタッフ

仙台聖パウロ書院閉鎖

　去る 11月 27日から、「新しいミサ式次第」
が実施されました。まだまだお手元にテキスト
を手にしながら、少しずつ慣れ始めておられる
ことと思います。この式次第の変更が、単なる
言葉の変更ではなく、ミサの祈りの言葉への理
解をさらに深め、一言一言注意深く応唱してい
く機会となることを願っています。
　「主は皆さんとともに」の呼びかけに応えて、
私たちは「また、あなたとともに」と答えます。
「司祭」が「あなた」に変わったわけですが、
ここで大切なことは、単に言葉が変わったこと
ではなく、復活したキリストが、私たちと共にお
られることを確認するあいさつである、という
ことです。目には見えなくとも、そこに集まっ
ている会衆の真っただ中に、そして、司式者の

新しいミサ式次第

奉仕の中に、キリストご自身がいてくださるこ
とを思い起こすあいさつなのです。ミサの中で
繰り返されるこのあいさつを大切にしながら、
共にミサをささげてまいりましょう。
　　　　　仙台教区典礼担当　森田 直樹 神父

　2022年12月25日で仙台のカテドラルの敷地
入口に64年という長い間、信徒の皆様や多くの
まだ教会を知らない人々に親しまれてきた聖パ
ウロ書院が閉鎖することになりました。
　1957年、当時の仙台教区長の小林有方司教様
から「ぜひ仙台教区に書院を開いてほしい」との
要請を受けて、その翌年に書院が開かれました。
　「最初から、シスターの書院を利用させていた
だいていたのに、残念です」というお声や「私は、
学生時代は、現在の東北電力の建物のところに
あった白百合学園に通っていたので、毎日のよ
うに前の書院に行っては、シスターとお話しを
していたんですよ」とおっしゃる方など、毎日
のように書院を閉めることを惜しんでくださる
方がおられます。
　書院開設当時からしばらくの間は、読書人口
も多く、聖書をはじめ、たくさんの本や雑誌な

どが読まれました。しかし、パソコン人口が増
えるに連れて、読書人口は減少していきました。
そのうちにコロナウイルスが猛威を奮い、教会
でのミサや、いろいろな集いなど、一切が無く
なりました。こうして、1年が過ぎ、2年3年と
時の経過にしたがって書院を訪れる人が少なく
なりました。この時期は、ソーシャルネットワー
クの時代における宣教の在り方を見直す機会と
もなりました。
　私たちも、書院を通しての宣教活動をできる
限り継続してきましたが、残念なことに、私た
ちの力不足のため、書院を閉鎖せざるを得なく
なりました。今まで、皆様のご協力とご支援に
よって支えられてきたことを感謝申しあげます。
今後とも、通信販売やオンラインショップを通
して、皆様のご不自由のないように応えてまい
りたいと思っております。どうぞよろしくお願
い申しあげます。
　　　　聖パウロ女子修道会　仙台修道院一同
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本町教会

浪打教会

各地区からのお便り
第1地区より

〈本町教会・浪打教会〉
ガクタン司教様　ご来青
　秋晴れの9月25日（日）、わが第1地区の本町・
浪打の両教会（青森市）にも、待ち望んだガクタン
エドガル司教様をお迎えすることができました。

　当日は、本町教会と浪打教会でそれぞれ司教
様司式の初ミサが、担当司祭の李錫（イソク）神
父様とともに、おごそかにささげられました。
李担当神父様が朗読されたルカ福音書は、貧し
いラザロのたとえの箇所でした。司教様の説教
では、コルカタの聖テレサのお言葉が紹介され
ました。それは、ある大学生がマザーの話を聞
いて、「私たちもコルカタに行きます」と言った
ところ、マザーは、「コルカタに来る必要はあり
ません。あなたたちのところに、すぐそばにコ
ルカタがあります。」とお話しされたそうです。
皆さんも、貧しいラザロのたとえや、聖テレサ
のお言葉のように、身近な人々に奉仕すること
ができるよう一緒にお祈りしましょうとお話し
くださいました。

　ごミサの後、司教様と信徒との分かちあいの
機会をいただきました。司教様のご挨拶では、
フランシスコ教皇様から仙台司教への叙階のお
恵みをいただいた時のお気持ちを、その時の様
子が目に浮かぶように、率直にお話しください
ました。そして、叙階式でご自身が掲げた「新し
い創造」という理念について触れられ、今後、
2014年に創設された地区制・共同司牧につい
て、皆さんのご意見を伺いながら、必要な見直
しを検討していきたいと述べられました。

　浪打教会での分かちあいでは、司教紋章の「心
も思いも一つに」に込められたお気持ちや、典

礼における聖歌の大切さ（浪打教会ではAma 
Namin を歌いました）、日本社会での神社やお
寺との関わり方など、信徒からの質問に、ユー
モアたっぷりに優しくわかりやすく丁寧にお答
えくださいました。

　ごミサで私たちの李神父様と板垣勤神父様が
いつも唱えてくださる「私たちの司教ガクタン
エドガル」と、こうして初めて身近に触れ合う
ことができ、仙台司教区の一員として本当に感
謝です。信徒一同、司教様とまたお会いできる
機会を楽しみに願っております！
　　　 　　　　　　　　 松田 大（浪打教会）

〈弘前教会〉堅信の秘跡にあずかって
　僕は10月23日、ガクタン司教様が来られた
時、堅信式に臨みました。
　小学生の時、初聖体を受けたので、これでイ
エス様の心に近づいたと満足していました。で
も、堅信という更に深く信仰を持つための秘跡
があることを知り、板垣神父様と勉強を始めま
した。神父様は福音の事、神様の事、聖霊の事
など、色々と教えてくださいました。聖書の中
では、放蕩息子の話が印象的でした。神父様と
勉強していくうちに、自分の知らない神様の姿
がたくさんある事を知り、やはり堅信をうけた
いという気持ちが、ずっと強くなりました。
　式は、とても緊張しましたが、真剣な気持ち
で受けました。そして、なぜかその時いただい
たご聖体は、とてもおいしく感じました。不思
議です。式が終わった後は、記念写真を撮った
り、お祝いのプレゼントをもらいました。司教
様のマスクをはずした顔は、とてもやさしかっ
たです。
　いい一日だったなと思いました。
　　　　　　　 阿部　佳大（13歳　弘前教会）
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第2地区から、ガクタン司教訪問の歓びの声が
たくさん寄せられています。

〈久慈教会〉
　8月13日（土）、司教様の第2地区教会訪問の
最初が久慈教会でした、ギャリー、パトリック
両神父様、髙木健太郎助祭と 4人でごミサをさ
さげていただき感激と喜びでいっぱいでした。
初めに久慈教会が70周年になる事、60年間ベト
レヘム外国宣教会(岩手地区 )、10年前から現在
の第2地区(青森地区 )に編入になった事、4年
前に大水害に遭った事等をお話ししました。

　歓迎懇談会に入る前に記念撮影をと玄関前に
集まっていた時、突然フィリピンの青年たち
8 人 ( 造船所で働いている ) が初めて教会に来
て私たちと一緒に楽しく司教様と懇談しました。
最後に訪問の感謝と司教様のこれからのご活躍
を祈念して終了いたしました。　　
　　　　　　　　　　　中野 信男　（久慈教会）

〈三沢教会〉
　8月14日（日）、ガクタン司教様が三沢教会を
訪問され、ミサをささげられました。

　午前9時からミサが始まり、その後は聖堂に
おいて、三沢教会の生い立ち、ならびに司教様
方や信者が一人一人自己紹介をいたしました。
くしくも翌 8月 15日（月）は聖母の被昇天の祭
日で、三沢教会の設立記念日でもあり、思い出深
い 1日となりました。　　堀　憲 一（三沢教会）

第 2地区より 〈大湊教会〉
　8月14日　年間第20主日　ガクタン エドガル
司教様が、パトリック神父様、髙木助祭と共に
大湊教会にお越しくださいました。私たちはこ
の日を心待ちにし、ささやかですがお迎えする
準備をしてまいりました。玄関前のマリア像の
庭には、3年前に佐藤修神父様が植えてくださ
ったカサブランカが花を咲かせ、司教様を迎え
てくれました。八戸塩町教会から、車で2時間
の道のりでしたが、お疲れのご様子もなく、早
速信徒にお声をかけてくださいました。お目に
かかれて緊張がとれました。大湊教会は、大間
のマグロ、霊場恐山で知られている本州最北端
の地、下北半島のむつ市にあります。1959（昭
和 29）年ケベック外国宣教会により創立され、
ボアベール神父様、今年 5月に帰天されたボー
リュウ神父様が宣教活動を始められました。当
時カトリック信者は誰もいませんでした。神父
様方は、大湊の町を毎日散歩され、人々と交流
なさったそうです。あれから 66年の歳月が流
れました。

　ガクタン　エドガル司教様によるミサは、午後
2時から始まり、14人の信徒があずかりました。
今日は特別の日。オルガンの伴奏で聖歌を歌う
ことになりました。二重の喜びでした。司教様、
パトリック神父様、髙木助祭が並んで祭壇にお
立ちになりました。大湊教会は、コロナ禍の中、
幸いにも、毎週ミサが開催されており、おいで
くださる司祭には感謝の言葉しかありません。
いつもの祭壇に、司教様をはじめ、3人の司祭
をお招きできるとは思いもよらず大きな喜びで
した。司教様は、やさしく、時に力強く私たち
に語りかけてくださいました。説教は、朝ドラ
「ちむどんどん」の話題から神さまのみことばへ
と導いてくださり、とてもわかりやすかったで
す。説教の終わりに、「パウロは言いました。聖
霊の実りとは、『愛、喜び、平和、忍耐、寛容、
親切、善意、謙譲、誠実、柔和、節制、貞潔で
す。』私たちの純金が出るまでには、いろいろな
絡みを捨てなければならない。イエスの言葉を、
いのちの糧として受け取りましょう。家庭にも
恵みをいただきましょう。」と導いてくださいま
した。
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　ミサ後、30分程、分かち合いの時間を持つこ
とができました。お茶菓子は、リンゴジュース
と田名部ばやし。（田名部ばやしは焼き菓子で、
今年3年ぶりに開催される夏祭り、田名部まつ
りに由来しています。）

　司教様はフィリピンご出身。「雨季と乾季はあ
りますが、冬はないです」と話されました。そ
うですよね。東北は冬が大変なんです。雪道の
運転に、お気を使われたことと思います。今日
参加した14人の信徒の方々の紹介をさせていた
だきました。司教様は、うなずかれ、身を乗り
出してお聞きくださり、信徒の思いを受け止め
てくださいました。短い時間でしたが、交流で
きましたことをとてもうれしく思います。あり
がとうございました。小さな大湊教会ですが、
司祭、第2地区の信徒の方々の協力を仰ぎなが
ら、歩んでまいります。ガクタン エドガル司教
様をはじめ皆さまのご健康をお祈り申し上げま
す。また、平賀名誉司教様にもお礼を申し上げ
ます。これからもお導きくださいませ。
　　　　　　　　　　　杉野　えり（大湊教会）

〈十和田教会〉
　8月 20日（土）、ガクタン エドガル司教様が
十和田教会にご来訪くださいました。当日仙台
より直行とのことでございました。
　午後2時からのミサの中で、「東北の地に新し
いエルサレムを」と、力強いメッセージをいた
だきました。ミサ後の信徒館での茶話会では、

私たち信徒一同は司教様のお姿に間近に接し、
またご体験をふまえてのさまざまなお話を伺い、
喜びと感動の時間をいただきました。
　「ガクタン司教様、ぜひまた十和田教会におい
でくださいますよう」、信徒一同心待ちにしてお
ります。　　　　　　柴田 光子（十和田教会）

〈八戸塩町教会〉
　8月中旬より第 2地区を訪問されているガク
タン司教様は 8月21日（日）10時 30分から八
戸塩町教会でミサをささげてくださいました。
　フィリピン、ベトナム、インドネシア出身の
信徒の方も多数参加し、典礼も英語、ベトナム
語、タガログ語も入るインターナショナルなミ
サになりました。

　司教様は説教で、当日の典礼の集会祈願「国
籍や民族の異なる私たちをあなたは今日も神の
国の宴に招いてくださいます。」がまさに神の国
の実現であると話されました。ミサの後は聖堂
がそのまま歓迎会の会場に代わり、子どもたち
の歓迎の歌、八戸の民謡「八幡馬」のCDに合わ
せて皆で踊り、その後、フィリピン人の歌と踊
り、ベトナム人の歌など大いに盛り上がり、コ
ロナ禍ではありましたが、楽しいひと時となり
ました。
　なお、４月に助祭に叙階されたばかりの髙木
助祭も司教様に同行されていたので、共にこの
ひと時を味わっていただいた事をうれしく思い
ます。　　　　　　小川 敦子（八戸塩町教会）

〈鮫町教会〉
　第2地区公式訪問の最終日程となった8月21
日（日）午後2時から、司教様、パトリック神父
様、髙木助祭様の司式によるごミサがあげられ、
22人があずかりました。「司教様の公式訪問」と
の連絡に、いつもの主日のミサの倍の信徒が集
まりました。高齢で、なかなか出てこられない
信徒もお孫さんに連れられていらっしゃいまし
た。間近に見る司教様の表情や言葉に、力強さ
とにじみ出る優しさを感じました。
　記念撮影の後は信徒館に移動し茶話会が開か
れました。工藤美知子副委員長の歓迎の「正調八
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戸小唄」の手踊りに始まり、ケベック外国宣教
会の神父様によってひらかれた鮫町教会の生い
立ちや歴史をお伝えし、自己紹介を行いました。
司祭の家におられる鷹嘴神父様の近況も教えて
いただき、ユーモアあふれる司教様のお話で、
終始笑いが絶えない楽しい時間になりました。
　同行された髙木助祭様の司祭叙階を心待ちに
お祈りしています。
　　　　　　　　　　　　齋藤 明（鮫町教会）

第５地区通信（地区内の広報誌）より一部転載
させていただきました。

〈古川教会〉
教会献堂59周年記念ミサ開催、聖堂・
司祭館の衣替えをしました 
　古川教会献堂59周年記念ミサ・祝賀会が、 6
月 26日（日）コロナ禍のため内輪でごく控えめ
に執り行われました。古川教会は、1880年パリ

外国宣教会プロトラン神父による古川地区住民
13人の受洗に始まりました。1957年10月川井
啓神父が民家を仮教会として地域の福音宣教司
牧を再開し、1963年カナダの信徒の協力を得
て現在地に建立されました。主日ミサの後の祝
賀会には 17人が参加しました。
　　　　　　　　　　　櫻井 清近（古川教会）

第 5地区より

第 7地区より

3年ぶりの子どもたちの夏のつどい
　7月18日（月）海の日に、エメ神父様を講師と
して迎え「カトリック教会に通う子どもたちの
つどい」を 3年ぶりに開催しました。5月の堅
信式を終えた子どもを含め幼稚園から、小学生、
中学生までの子どもたち、保護者、お手伝いの
大人と合わせて約 30人の参加がありました。
　午前中は、エメ神父様による放蕩息子の話を
レンブラントの聖書画を見せながらの説明、2
人の息子や父親の考えの中からイエス様のメッ
セージを伝えました。その後、聖堂での子ども
ミサに参加、ミサ後にクラリネットの演奏があ
りました。そして、いよいよ楽しみにしていた
カレーライスの昼食。昼食後は、教会の庭での
スイカたたき、子どもたちは、アイマスクをし
て周りの声援を聞きながらスイカに向かって行
きました。午後は伝道館の2階でのピシェ杯ピ
ンポン大会、トーナメント方式で行い、大変盛
り上がりました。その後、振り返りと分かち合
いをしました。
　子どもたちの感想は、①レンブラントの「放蕩
息子の帰還」の絵で、息子を抱きしめている父親
の手の意味が理解できた。②お昼のカレーライ

〈北仙台教会〉
 ガクタン司教様をお招きしました
　6 月26 日（日）、今年3 月に仙台司教区教区長
に就任されたガクタン エドガル司教様をお招
きして、司教ミサをささげました。司教様がい
らっしゃることもあり、コロナ禍の中でしたが、
多くの信徒が集うミサとなりました。当日は、
当教会の関口碧君が司教様から初聖体を受ける
貴重な恵みが与えられました。司教ミサでは、
青年信徒が司教様の侍者を務め、コロナ対応を
しながら、侍者奉仕者を従えた荘厳な司教ミサ
にあずかることができました。
　　　　　　　　　　長山 琢磨（北仙台教会）
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スがすごくおいしかった。③スイカたたきやピ
ンポン大会が、とても楽しかった。④今日、こ
こに来て良かった。⑤コロナ禍でも、こうやっ
てみんなで集まれた事は本当に良かった。⑥楽
しく思い出に残る1日でした、来年も、また企
画してほしい等などとありました。　　　　　
　　　　　　　　　　駒田　瑞穂（松木町教会）

べトナム語ミサがささげられました
　私たち福島カトリックベトナム人青年グルー
プは 2020年8月23日に設立され、聖アウグス
ティヌスを守護聖人としています。
　8月28日（日）、ベトナム人青年グループの若
者たちは、守護聖人とグループの2周年を祝い
ました。グェン・タン・ヒー神父の司式で、仙
台、岩手、青森の青年グループからのメンバー
と、福島の青年グループのメンバー約70人が野
田町教会で行われたミサに出席しました。

　11時からミサが行われ、その前にミサの歌唱
練習、青年グループの新代表の選出、聖体礼拝
などがありました。ミサの後は、グループの新
しい役員の紹介があり、神父様とベトナム人青
年グループに感謝し、記念写真を撮りました。
　新型コロナ感染症の流行は続いておりますが、
第7地区担当司祭のエメ神父様、ミサを司式し
てくださったヒー神父様のご厚意により、ミサ
が執り行われました。心から感謝申し上げます。
そして、私たちのグループがますます強くなり、
愛に満ちた団結した青年グループになることを
願っています。
　　グェン　ティ　フォン　トゥク（野田町教会）

コングレガシオン・ド・ノートルダム修道会
来日90周年
　福島市花園町にあるコングレガシオン・ド・
ノートルダム修道会（CND）花園町修道院は
2022年10月20日に来日90周年の記念日を迎
えました。CNDは聖マルグリット・ブールジョ
ワを創立者とする教育修道会で、90年前のこの
日CNDの 5人のシスターがカナダのモントリ
オールから18日間の汽車と船旅の末に日本の地
を踏んだのです。
　最初の宣教の拠点を福島市に構え、以来信仰
教育や桜の聖母学院での教育活動など90年の
歩みの中で松木町教会・野田町教会・桑折教会
と深い絆ができました。今回コロナ禍のため共
に祝うために集まることはできませんでしたが、
9月11日（日）の福島市内合同ミサにお祝いと感
謝の気持ちを込めました。ミサの参加者には記
念のパンフレットと記念品が配られました。　　
　　　　　　　　　三浦 久美子（松木町教会）

第７地区研修会開催
　9月19日（月）10時～13時、野田町教会聖堂
において第 7地区研修会が開催されました。参
加者82人（2人の神父様、修道院、第7地区・
第 8地区各教会）。

〈プログラム〉
・講話「新しい『ローマミサ典礼書』の実施に向
　けて」（仙台教区典礼担当 森田直樹神父）
・講話「聖体の秘跡」（エメ神父）
・新しい式次第の読み合わせ

　11月27日待降節第 1主日から新しい典礼式
文によるミサが始まります。その前に、何が変
わり何が変わらないのか・言葉をどのように理
解すればよいのか、などを分かりやすく学ぶこ
とができました。質疑応答が活発に行われまし
た。ミサをさらに身近なものにしていくための
素晴らしい研修会でした。
　　　　　　　　　三浦 久美子（松木町教会）
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教区の諸活動

　「平和旬間講演会と派遣のミサ」が、8月17日
（水）午後2時から仙台の元寺小路教会において
開催されました。主催はカトリック正義と平和
仙台協議会、後援はカトリック仙台教区。
　今回のテーマは「移住者と難民と共に未来を
築く～平和への思いをともに～」と題して、さ
いたま教区のマリオ山野内倫昭司教が約2時間、
映像を交えながら、ご自分の豊かな体験に基づ
いて講演され、約50人の参加者は、最後まで熱
心にメモを取りながら聞いていました。その後、
派遣ミサが行われました。

　初めに、仙台教区ガクタン　エドガル司教が、
3月19日に行われたご自身の司教叙階式に、山
野内司教がそばにいてくださり、叙階の按手を
してくださったと参加者に紹介し、今回の講演
会を引き受けてくださったことに感謝の言葉を
述べられ、祈りによってこの講演が始められま
した。

　山野内司教はまず、1964年、ご自分が8歳の
とき、当時30代であったご両親と兄弟と共にア
ルゼンチンに移住したことから語り始め、33年
たって、サバティカルで日本に来たこと。今、
さいたま教区の司教に叙階され、日本のカトリ
ック司教協議会の中で、日本カトリック難民移
住移動者委員会の委員長をしています、と自己
紹介をしてくださいました。
　現在、その委員会では、船員司牧、タリタク
ムという活動も、自分たちの仕事として奉仕し
ているとのこと。ベトナム人・ブラジル人・ペ
ルー人・中国人・インドネシア人・フィリピン
人など多くの外国人と出会い、その国の言葉で
話す必要が出てきます。

平和旬間講演会と派遣のミサ

　「難民移住移動者の日」には、教皇フランシス
コはメッセージを全世界の人々のために出され
ます。去年のメッセージでは「もっと広い私た
ちをつくろう」と呼びかけられました。日本人
と他の国の人と壁を立てるのではなく、壁を越
えて教会を作っていかなければなりません。
　そして、今年、教皇が出されたメッセージの
中で、「外国から来た人たちは、宝だよ。宝物と
して、土着してもらおう。違った文化を受け入
れていこう」と呼びかけておられます。今まで
は、教会の中で外国籍の人がミサに参加しても、
縦の関係でした。しかし、国籍を乗り越えて横
のつながりになり、教会の新しい力にならなけ
ればなりません。
　

　美しい日本は、日本の大きな宝です。教皇は
『ラウダート・シ』の中で、「地球と調和して生
きなければなりません」、とおっしゃっています。
自然環境を保つことを日本から外国に伝えてい
く使命があることを感じます。

さいたま教区司教 マリオ山野内倫昭
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　中村桂子さん（理学博士）は、「地球は45億年
前に誕生しました。その中で、私たち人類が生
きている歴史はそんなに長くありません」と語
っておられました。地球では、1億年以上、恐
竜が支配していました。その後、地球に氷河期
などがあり、今私たちが生きています。
　天地万物の創造の業を眺めてみると、たまし
いがないと、生き物を造れないと思います。神
のみ業を感じます。この造られたものの命を奪
ってはなりません。私たちだけが生きているの
ではありません。
　宇宙飛行士が最初に宇宙から眺めた地球は、
美しい青い地球でした。人間が現れて、その地
球をどんどん壊しています。地球の命は生きて
いますが、今の地球のまわりには、人間が宇宙に
打ち上げた衛星がゴミと化して、地球を取り囲
んでいる状態です。美しい地球ができたのは奇
跡です。日本は美しいと、コロナの前には3000
万人の観光客が来ました。その誇りを日本人は
もっています。しかし、大きなゴミの問題も抱
えています。

　海の中で、ゴミを食べて魚は死んでいます。
このような危機感から、今年の夏、高見三明名
誉大司教様は、子どもや青年たちを連れて、五
島に行き、海のゴミを拾いました。また、日本
には、海だけではなく、大地も手を入れないとジ
ャングルのようになる所もあります。
　1997年、予言者のようにアニメ監督の宮崎駿
さんが、『となりのトトロ』を作りました。自然
とともに生きなければならない、自然を生かさ
なければならない、ということを伝えました。
同じアニメ監督の高畑勲さんは『平成狸合戦ぽ
んぽこ』で、山を壊さないようにと訴えました。
　2015年、教皇フランシスコは、人間が自然を
一緒になって守らなければ、戦争になっていく
と呼びかけて『ラウダート・シ』で、カトリック
信者だけでなく、全ての人が地球を我が家とし
て大切にしようと呼びかけました。

　休憩をはさんで、具体例として、NHKで紹介
された、『私のガリラヤを生きる』という番組を
紹介してくださいました。
　さいたま教区の終身助祭である長澤正隆さん
が、「Amigos アミーゴス」という外国人の医療
相談会を開く活動を始め、現在も多様性の文化
の中で、種々の無料健康診断会、個別医療支援、
新型コロナ対策、家賃支援、食料支援などを多
岐にわたってなさっている姿を紹介してくださ
いました。長澤さんは善きサマリア人が困って
いる人を見捨てていくことができないように、
「自分もそのイエスを見習って生きている」と話
しておられます。
　日本では、外国籍の人々に、特に、難民申請
をしている人々に、非常に厳しい扱いをしてい
ます。私たちが外国に行っても、日本人はその
国の国籍が受けられますが、日本では外国の人
に日本国籍をなかなか交付しようとしません。
　復活されたイエスが「ガリラヤに行くように」
と弟子たちに言われましたが、長澤さんには、
移住者が病気になっても健康保険もないので、
病院にいけないで苦しんでいる生活困窮者がい
る、ここが自分のガリラヤだと感じ、群馬県太
田市で、「アミーゴス」の活動を立ち上げ、外国
籍の生活困窮者の人々の医療支援、食料支援な
どをおこない、人生の三重苦を担っている人々
の苦労の1つでも取ってあげられたらと話して
おられます。
　イエスの呼びかけに従う長澤さんの生き方は、
ボランティア、医師、看護師など多くの人々の
協力を得ながら、今日も、「私のガリラヤ」で、
イエスとともに、多くの人々の支えとなってい
ます。

　ミサの準備が終わり、続いて「平和を求める
ミサ」がささげられました。主司式は山野内司
教、共同司式はガクタン司教と佐々木博神父で
した。　　　
　　　　　　 Sr. 長谷川　昌子（教区広報委員）
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米川教会訪問

大籠教会訪問

三経塚
参道を整備し、最後に
記念のミサをささげた。

参道整備
倒木や草木が生い茂る
道を進んで行きます。

米川教会の鈴木さんから三経塚について
解説していただいた。

〈仙台教区青年会から〉

　初めまして、私は河面雄樹と申します。さん
ずいのカワに、ツラと読むオモテという漢字で、
コウモと言います。
　名前はどうやら大事なものらしい。自己紹介
の時には、まるでそれが自分の全てであるかの
ように、毎回説明を求められる。私はいつも返
答に窮してしまう。私の名前は一度で理解して
もらえない上、わざわざ説明したところで、「あ
あ、あのややこしい名前ね」としか記憶されな
いからだ。つまり名前はきっと、非常に重大に
個人を代表するものに違いない。
　私が参加している炊き出しでは、亡くなられ
たホームレスの方々の追悼を毎年 9月に行う。
仏教のしきたりにのっとり、亡くなられた方々
へは法名が送られる。追悼の意を込めて、式で
は亡くなられた方々の生前のお名前 (俗名 ) が
読み上げられた。20人程度の方々の名前が読み
上げられたころであろうか、耳に入ってきた
「俗名不詳」の読み上げ。その「名前」が頭にずっ
と残り続けている。きっと、名前とは響くもの
なのだろう。

　南三陸、現在の東和町米川、この近隣地域で
は二度の大規模切支丹狩りがあった。一度目は
伊達政宗没後、延べ 300人以上が処刑された。
二度目はそれから約百年たった 1720年前後、
およそ120人の隠れ切支丹が磔にされた。二度
目の殉教者たちは、一度目の生き残りの子孫た
ちであったのだろう。虐殺を生き延びた結果、
自らの子孫に十字架を背負わせてしまったとい
う見方もできてしまう。磔刑は当時の日本では、
二番目に重い処刑方法である。親を殺した者が
受ける罰であった。自分が生き延びた結果、自
分の名を引き継ぐ者が槍で刺される光景を見る
時、自分だったら何を思うだろう。
　私たち、仙台教区青年会は、彼ら殉教者の墓、
「三経塚」の整備をした。塚と言いつつも、荒れ

果てた山中に突然現れる、積み石の上に十字架
が立っているだけの打ち捨てられた土地である。
下に眠る人の名前すら分からないのだ。積み石
は、ご遺体を野犬に食い荒らされないようにと、
殉教者の家族が命を危機に晒しつつ積み上げて
いったものらしい。自分の家族を守るため死を
選んだにも関わらず、死後なお家族を危険に晒
してしまい、自分の名前すら打ち捨てられる運
命を知る時、自分だったら何を思うだろう。名
前とは覚悟と忍耐を求めるものなのだろう。
　私は今冬洗礼を受け、洗礼名とともに新たに
生まれ変わる。名前を付けることの意味を、ま
だ私は理解し始めたばかりだ。

 

　最後に、三経塚訪問・整備を含め、私たち青
年会のキャンプを導いてくださった、米川教会
の鈴木星史さんとカリタス南三陸の千葉道生さ
んへ、感謝申し上げます。短い間でしたが、お世
話になりました。

「すると彼らは、『その名は何か』と私に問うでし
ょう。私は何と彼らに言いましょう。」神はモー
セに言われた。「私はいる、という者である。」
　　　　　 　　　　　　 出エジプト記 3:13-14

　　　　　　　　河面 雄樹（仙台教区青年会）

「あなたの名前は何ですか？」
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◯生年月日
　1978年8月11日
◯出 身 国
　ケニア
◯助祭叙階
　2008年10月4日
　ナイロビの
　グアダルーペ教会
◯司祭叙階
　2009年5月23日　
　ケニア　ケリチョ教区　ボメット教会

ポール・トー (ケベック外国宣教会 )

神父様はカトリックのご家庭出身ですか
　はい、私は、カトリックの家庭に生まれまし
た。兄弟姉妹は9人おり、男の兄弟は5人、姉
妹は4人です。男の子が続いて5人生まれ、私
はその3番目に生まれました。ですから、弟が
2人、妹が 4人ということになります。

司祭になりたいと思われたきっかけは
何だったのですか
　私が通っていた教会は、ボメット教会といい
ますが、その教会の下に42の巡回教会を持って
いました。私は、教会で侍者をしていたので、
主任神父様と一緒に、その42の教会も回ってい
ました。その教会では、1カ月か 2カ月に１度
しかミサがありませんでした。ですから、皆さ
んが、どんなにミサを大切にしておられるのか
がよくわかりました。そして、ゆるしの秘跡を
受けたい人がいても、神父様は「今回はすぐ次
の教会にいかなければならないので、時間がな
いからこの次にね」と言わざるをえない状況で
した。その時の信者さんの悲しそうな顔も忘れ
ることができませんでした。ですから、一言で
申し上げるとすれば、ミサとゆるしの秘跡の大
切さを痛感したからです、ということになりま
すね。

ケベック外国宣教会の司祭ですが
入会はいつですか
　2003年の 5月に入りました。
　2000年にケベック外国宣教会が、ケニアに
やってきました。そして、2001年に養成の修道
院が開かれました。私は、ケニア人として最初
の入会者です。最初はカナダとケニアの文化の
違いにとまどいましたが、神さまが導いてくだ
さいました。

　2004年に修練のため、カナダのモントリオ
ールに行き、まず、フランス語を勉強しました。
1年間、ここで修練しました。

ケニアでの司祭生活はいかがでしたか
　あー、とても忙しい生活でしたよ。1日に3
回のミサを信者の皆さまとささげるために、と
ても忙しかった。しかし、忙しいというより楽
しかったですね。

日本にいらっしゃったのは、いつでしたか
　2009年12月18日に東京に来ました。まず、
東京の日本語学校に、2年半の間通いました。
でも、やっと話せるぐらいで、街で話しかけて
も、通じなかったことが多かったですね。日本
語は難しいと思いました。それでは、と英語で
話しかけても通じませんでした。
　　　　　　　　　　　卒業後、仙台に来まし
　　　　　　　　　　た。元寺小路教会に6カ
　　　　　　　　　　月住み、日本語学校に通
　　　　　　　　　　いました。それから、青
　　　　　　　　　　森の弘前教会に行きまし
　　　　　　　　　　た。カナダで寒さや雪の
　　　　　　　　　　ある生活を体験していた
　　　　　　　　　　ので、日本の冬には驚き
　　　　　　　　　　ませんでした。
　弘前教会は、それまで主任司祭はカナダ人だ
ったので、ケニア人の私が教会に出入りする姿
を見て、旅行者だと思っていたようです。それ
で、ある人は、警察に通報したのです。不審者
と思われたのでしょうね。ちょうどその頃、弘
前市の観光協会が、弘前教会のステンドグラス
を旅行者に説明している私の写真を撮って、大
きなポスターを作り、駅やいろいろな所で貼っ
てくださっていました。それを見て、私を弘前
教会の司祭だとやっと認めてくれました。
　このことがあってから、弘前の人々、町と親し
くなりました。今もなつかしい大好きな町です。
　
　ケベック外国宣教会の都合で、弘前から、ケ
ニアに帰りました。そこで、6 年間、宣教会の
志願者や神学生のお世話をする修道院で奉仕し
ていました。任期が終わり、再び日本にやって
きました。クリスマスまでは日本語学校に通い
ますが、その後、福島に異動する予定です。
　日本では、生活も便利ですし、セキュリティー
もいいし、交通の便もとてもいいので、これか
らの宣教司牧生活が楽しみです。

司　祭　紹　介
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編集後記
　教区報が、皆様方の交流の場になればと考えております。広報委員会では、「新しい創造」について皆様方の
ご経験の投稿を募集することにいたしました。よろしくお願いいたします。
　仙台教区広報委員会では、原稿の投稿を募集しております。投稿は随時受け付けていますので、下記のメール
宛てに添付ファイルでお送りください。また、メールをお使いでない場合は教区事務所宛てに、手紙でお送りい
ただいても結構です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上野 隆）

sendaikyoukuho@gmail.com 　　 　次号発行予定日：4月 9日（日）　原稿締め切り：1月末日

モン・サン・ミシェル修道院の騎士の間

旧要塞からルルドの町を臨む

■私のフランス聖地巡礼記〈第2回〉
モン・サン・ミシェルとルルド
　1月10日ルーアンを後にし、ノルマンディー、
ブルターニュ、ロワールと移動し、南下してボル
ドー、トゥールーズ周辺、地中海沿岸を東へ移動
してモンペリエ、リヨン周辺を経て、パリに戻っ
て、私の巡礼は終わる。その中では、モン・サン・
ミシェルとルルドという大聖地について、触れて
おこう。
　フランスで第一に見るべき所はどこかと問われ
たら、私は迷わず、シャルトルを勧める。その大
聖堂は、フランス的なものの精髄を最もよく表現
しているからである。今回も、地方巡礼の第一に
シャルトルを訪ねた。しかし、ジャーナリストの
故倉田保雄氏が、フランスで真っ先に見に行くべ
き所はモン・サン・ミシェルだと書いていたので、
モン・サン・ミシェルも訪れたのである。観光の
名所として名高いので、俗なものと見誤ってしま
うのだが、修道院の中を巡回しているうちに畏怖
の念にとらわれ、だんだん考えが変わっていった。
この別次元の空間の中に潜む、充満して、果てし
なく上昇する「信仰への渇望」に圧倒され驚嘆して
いる自分に気づいたのである。忘我の境界にいる
とは、このことであろう。

　確かにシャルトルには、教会美術が表現しうる
限りの「聖書の信仰」がある。それは「シャルト
ルの聖書」の評言がふさわしい。ところが、モン・
サン・ミシェルに充満する人間の傲岸とも言える
が、しかし魂の美しさでもある「信仰への渇望」
も、甲乙つけがたい。

　ルルドはフランス最大の聖地である。しかし、
私がまず不思議に思ったのは、このルルドの地

勢である。聖域が現在のように整備される前のル
ルドは知る由もないが、街の中を歩き、博物館に
もなっている旧要塞上から眼下に広がるパノラマ
を見るにつけても、こんな地勢の土地が日本にあ
ったら、きっと一人の大詩人を生み出したことで
あろう、と不遜なことが頭に浮かんできて、どこ
を歩いても、そのことばかりしか考えつかないの
である。洞穴の上に立っているロザリオ・バジリ
カ聖堂では、もちろんミサにあずかった。洞穴前
は当然だが、聖堂内にも、礼拝堂や祈りの場がい
くつもある。ある小礼拝堂では、静粛に祈りをす
る人たちが座っている。祈りや瞑想を誘う何かが
ある。恐らく、私たちはこのルルドにいると、祈
りや瞑想の言葉を考える詩人と化すのではないだ
ろうか。いつもとは少し違う言葉で、神さま、イ
エスさま、マリアさまに、新しい心の歌をささげ
て祈りたい。詩編作者のように、信仰詩人になっ
た気でいる。そんな気になるのではないだろうか。
祈る聖ベルナデッタの中に、詩人の魂を見たと思
うのは、私だけであろうか。

　これほどの信仰の遺産を目の当たりにし、教会
への信仰・希望・愛を新たにさせられたことは、
神の恵みのたまものと思う。この巡礼の旅の機会
を与えてくださったフランス政府に謝意を表する。

【お詫び】前号No.247 の写真の一枚目はサン・ピエール (聖
ペトロ )・バジリカ聖堂（アランソン）ではなく、正しくはノー
トルダム・バジリカ聖堂（アランソン）です。読者の皆様に心よ
りお詫び申し上げます。

　　　　　　　　　　薄葉　健二（いわき教会）


	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14

